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した 13例である.女性 12例,男性 1例,手術時平均年齢
15.2歳 (11-21)である.カーブパターンは,胸椎カーブ 6
例 (Lenke typeⅠとⅡ),腰椎カーブ 5例 (Lenke typeⅤ
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局所骨の利用, 3) 棘突起温存手術, 4) 片側進入法 :
mono-portal PLIFもしくは TLIF, 5) Spacer Sliding
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斯波 俊祐，片山 雅義，鈴木 涼子
足立 智，永井 彩子
（桐生厚生病院 整形外科）
当科ではMED (MicroEndoscopic Disectomy)を 2004
年に導入し, 2006年から腰部脊柱管狭窄症にも適応を広




われる. 4例中 1例が術後 2ヶ月で症状が再発して再手
術を行ったが,特に大きな合併症は無く,JOA score改善
率 74.9%と経過良好である.
【症 例】 69歳,女性,平成 19年 6月頃から,右下腿外
側の痛み・シビレが出現した.
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須藤 貴仁，高橋 敦志，久保田 仁
髙岸 憲二 （堀江病院 整形外科）
【はじめに】 皮膚に生じる非結核性抗酸菌症は比較的稀
な疾患である. その一つであるMycobacterium For-
tuitumは土壌に広く分布し,外傷を契機に発症する場合
がある.非結核性抗酸菌は発育が遅く,菌の同定,診断に
難渋することが多い.今回我々はその 1例を経験したの
で報告する.【症 例】 77歳男性,自宅で耕耘機を
バックに入れた際に左大腿を巻き込まれ,内転筋筋膜に
達する開放創を受傷.近医で同日洗浄,デブリードマン
を行い,2か月後全層植皮施行.その後大腿内側に瘻孔を
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